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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年10月17日(2013.10.17)

【公開番号】特開2012-53289(P2012-53289A)
【公開日】平成24年3月15日(2012.3.15)
【年通号数】公開・登録公報2012-011
【出願番号】特願2010-195970(P2010-195970)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1333   (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/10     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３４２Ｚ
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３４３Ｚ
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３１３　
   Ｇ０２Ｆ   1/1333  　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/1335  　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/10    　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/02    　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成25年8月29日(2013.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１５】
　以上の説明はあくまで一例であり、発明は、上記の実施形態に何ら限定されるものでは
ない。
　以下に、本願発明に関連する発明の実施形態について列挙する。
［実施形態１］
　第１の主面、第１の主面に対向する第２の主面、第１の縁部および第１の縁部に対向す
る第２の縁部を有する透光性シート、第１の主面および第１の主面に対向する第２の主面
を有する粘着シート、液状接着剤ならびに表示面を有する画像表示ユニットを提供する工
程、
　前記透光性シートの第１の主面に前記粘着シートの第１の主面を貼り付ける工程、
　前記粘着シートの第２の主面および前記画像表示ユニットの表示面の少なくとも一方の
面の少なくとも一部に前記液状接着剤を適用する工程、
　前記透光性シートの第１の主面を前記画像表示ユニットの表示面に対向させ、前記透光
性シートに貼り付けられた前記粘着シートの部分で前記透光性シートの第１の縁部の近傍
の部分が、前記画像表示ユニットの表示面に接触するまで、前記透光性シートの第１の縁
部を前記画像表示ユニットの表示面に近づけた後、前記透光性シートの前記第１の縁部か
ら前記第２の縁部への方向に前記液状接着剤を流動させながら前記透光性シートの第２の
縁部を前記画像表示ユニットの表示面に近づけて、前記透光性シートに貼り付けられた前
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記粘着シートの第２の主面を前記画像表示ユニットの表示面に貼り付ける工程、および
　前記透光性シートに貼り付けられた前記粘着シートの第２の主面と前記画像表示ユニッ
トの表示面との間に残った前記液状接着剤を硬化させる工程を含む画像表示装置の作製方
法。
［実施形態２］
　前記画像表示ユニットの表示面は、１０インチ（２５４ｍｍ）以上の画面サイズを有す
る前記実施形態１に記載の画像表示装置の作製方法。
［実施形態３］
　前記液状接着剤を硬化させた後の前記透光性シートの第１の主面と前記画像表示ユニッ
トの表示面との間の距離のバラツキが５μｍ以下である前記実施形態１または２に記載の
画像表示装置の作製方法。
［実施形態４］
　前記粘着シートの厚みは、２５～３００μｍであり、
　前記画像表示ユニットの表示面は段差部を有し、
　前記段差部の高さは、前記粘着シートの厚みの１５％以上である前記実施形態１～３の
いずれか１項に記載の画像表示装置の作製方法。
［実施形態５］
　前記透光性シートに貼り付けられた前記粘着シートの第２の主面を前記画像表示ユニッ
トの表示面に貼り付ける工程は、前記画像表示ユニットの表示面に対して垂直な成分を有
する外力を前記透光性シートの第２の主面に加えることを含み、前記透光性シートの第２
の主面に該外力を加える位置を前記透光性シートの第１の縁部から第２の縁部への方向に
移動させる前記実施形態１～４のいずれか１項に記載の画像表示装置の作製方法。
［実施形態６］
　前記液状接着剤の粘度が１０～４０００ｍＰａ・ｓである前記実施形態１～５のいずれ
か１項に記載の画像表示装置の作製方法。
［実施形態７］
　前記粘着シートはアクリル系共重合ポリマーを含み、前記液状接着剤はアクリル系モノ
マーを含み、
　硬化後の前記液状接着剤は、前記粘着シートの屈折率と前記画像表示ユニットの表示面
の屈折率との間の屈折率を有する前記実施形態１～６のいずれか１項に記載の画像表示装
置の作製方法。
［実施形態８］
　硬化後の前記液状接着剤と前記粘着シートとの間の接着力が１Ｎ／２５ｍｍ以上である
前記実施形態１～７のいずれか１項に記載の画像表示装置の作製方法。
［実施形態９］
　第１の主面、第１の主面に対向する第２の主面、第１の縁部および第１の縁部に対向す
る第２の縁部を有する透光性シート、第１の主面および第１の主面に対向する第２の主面
を有する粘着シート、液状接着剤ならびに表示面を有する画像表示ユニットを提供する手
段、
　前記透光性シートの第１の主面に前記粘着シートの第１の主面を貼り付ける手段、
　前記粘着シートの第２の主面および前記画像表示ユニットの表示面の少なくとも一方の
面の少なくとも一部に前記液状接着剤を適用する手段、
　前記透光性シートの第１の主面を前記画像表示ユニットの表示面に対向させ、前記透光
性シートに貼り付けられた前記粘着シートの部分で前記透光性シートの第１の縁部の近傍
の部分が、前記画像表示ユニットの表示面に接触するまで、前記透光性シートの第１の縁
部を前記画像表示ユニットの表示面に近づけた後、前記透光性シートの前記第１の縁部か
ら前記第２の縁部への方向に前記液状接着剤を流動させながら前記透光性シートの第２の
縁部を前記画像表示ユニットの表示面に近づけて、前記透光性シートに貼り付けられた前
記粘着シートの第２の主面を前記画像表示ユニットの表示面に貼り付ける手段、および
　前記透光性シートに貼り付けられた前記粘着シートの第２の主面と前記画像表示ユニッ
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トの表示面との間に残った前記液状接着剤を硬化させる手段を含む画像表示装置作製装置
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透光性シート、粘着シート、画像表示ユニット、および液状接着剤を提供する工程であ
って、
　　　前記透光性シートは第１の主面、第１の主面に対向する第２の主面、第１の縁部お
よび第１の縁部に対向する第２の縁部を有し、
　　　前記粘着シートは第１の主面および第１の主面に対向する第２の主面を有し、
　　　前記画像表示ユニットは表示面を有するものである、工程、
　前記透光性シートの第１の主面に前記粘着シートの第１の主面を貼り付ける工程、
　前記粘着シートの第２の主面および前記画像表示ユニットの表示面の少なくとも一方の
面の少なくとも一部に前記液状接着剤を適用する工程、
　前記透光性シートの第１の主面を前記画像表示ユニットの表示面に対向させる工程であ
って、
　　　前記透光性シートに貼り付けられた前記粘着シートの部分で前記透光性シートの第
１の縁部の近傍の部分が、前記画像表示ユニットの表示面に接触するまで、前記透光性シ
ートの第１の縁部を前記画像表示ユニットの表示面に近づける工程と、
　　　前記透光性シートの前記第１の縁部から前記第２の縁部への方向に前記液状接着剤
を流動させながら前記透光性シートの第２の縁部を前記画像表示ユニットの表示面に近づ
けて、前記透光性シートに貼り付けられた前記粘着シートの第２の主面を前記画像表示ユ
ニットの表示面に貼り付ける工程と、を含む工程、並びに
　前記透光性シートに貼り付けられた前記粘着シートの第２の主面と前記画像表示ユニッ
トの表示面との間に残った前記液状接着剤を硬化させる工程、
を含む画像表示装置の作製方法。
【請求項２】
　前記液状接着剤を硬化させた後の前記透光性シートの第１の主面と前記画像表示ユニッ
トの表示面との間の距離のバラツキが５μｍ以下である、請求項１に記載の画像表示装置
の作製方法。
【請求項３】
　前記粘着シートの厚みは、２５～３００μｍであり、
　前記画像表示ユニットの表示面は段差部を有し、
　前記段差部の高さは、前記粘着シートの厚みの１５％以上である、請求項１に記載の画
像表示装置の作製方法。
【請求項４】
　前記透光性シートに貼り付けられた前記粘着シートの第２の主面を前記画像表示ユニッ
トの表示面に貼り付ける工程は、前記画像表示ユニットの表示面に対して垂直な成分を有
する外力を前記透光性シートの第２の主面に加えることを含み、前記透光性シートの第２
の主面に該外力を加える位置を前記透光性シートの第１の縁部から第２の縁部への方向に
移動させる、請求項１に記載の画像表示装置の作製方法。
【請求項５】
　前記粘着シートはアクリル系共重合ポリマーを含み、前記液状接着剤はアクリル系モノ
マーを含み、
　硬化後の前記液状接着剤は、前記粘着シートの屈折率と前記画像表示ユニットの表示面
の屈折率との間の屈折率を有する、請求項１に記載の画像表示装置の作製方法。
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